
【様式３】

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧す
ることができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合に
は研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございませ
ん。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　救急科　　　（研究責任者）　赤坂　理
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

研究実施許可日より2030年3月31日まで■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

　研究実施に関わる情報は、誰のものか一見して判別出来ぬよう匿名化して管理致します。
情報の取扱責任者は救急科赤坂理です。
　診療録から取得された情報は、日本救急医学会熱中症および低体温症に関する委員会
の指定した業者であるバーズ・ビュー株式会社の作成したホームページからWeb登録して収
集します。個人情報の保護のため、氏名、住所、生年月日、電話番号等の個人を識別でき
る情報については登録されません。また、収集した情報と個人識別情報を連結するための
対象表も作成しません。最終的な転帰が死亡となる患者も対象としますが、他の患者と同様
に情報は個人情報を分からない様に加工されており、プライバシーには最大限配慮します。

■外部への
　　試料・情報の提供

　診療録から取得された情報は、日本救急医学会熱中症および低体温症に関する委員会
の指定した業者であるバーズ・ビュー株式会社の作成したホームページからWeb登録して収
集します。
　バーズ・ビュー株式会社は、情報管理の安全性を保証するために一般社団法人 日本情
報経済社会推進協会によってプライバシーマークを付与され、同協会の情報マネジメントシ
ステム推進センターにおける情報マネジメントシステム適合性評価制度にて認証を取得して
おります。日本救急医学会と委託契約を締結し、契約書に従った監督を行います。
　また、共同研究機関の解析担当者に情報が提供されますが、データファイルは個人を同
定できない形に加工された状態で、研究者だけがアクセス可能なDropBoxのクラウドを通し
て、提供します。

■研究目的・方法

【目的】
日本救急医学会熱中症および低体温症に関する委員会は2006年から熱中症や低体温症
の実態に関する全国調査を行い、重症者の多くが日常生活の高齢者であることを明らかに
してきました。今後は、その病態や治療方法について、より具体的な対策を講じていかねば
ならないと考えています。本研究は、重症熱中症や低体温症の全国規模の実態調査であ
り、先の調査を基に調査項目を設定して、原因や病態の解明および治療や予後の実情を把
握し、発生の予防に向けた地域医療へのアプローチを検討することを目的に行うものです。
【方法】
　診療録の中において、①研究対象者背景②身体所見（入院１日目・入院2日目）③臨床検
査（入院1日目・入院2日目）④入院後の治療内容⑤転帰に関する情報化を匿名化して、日
本救急医学会熱中症および低体温症に関する委員会の担当委員が集計を行います。解析
は、帝京大学および各参加機関の承認のもとで実施された過去のHeatstroke STUDYと
Hypothermia STUDYと同一の調査項目については、データを合算して行います。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

　診療録から抽出する上記に示した情報のみであり、資料はありません。

情報公開用文書（藤沢市民病院で実施する医学系研究）　

■研究課題名
熱中症と低体温症患者の医学情報等に関する疫学調査（Heatstroke & Hypothermia
STUDY）
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■研究の対象
　研究実施許可日より2030年3月31日までに、藤沢市民病院救命救急センターにおいて熱
中症及び低体温症と診断された全ての入院患者を対象とします。なお、外来診療のみで帰
宅となった患者さんは除外します。


